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子ども・子育て子ども・子育て
生涯学習センター
親 と 子 の ま な び の ひ ろ ば
●きしゃポッポ　お母さん同士で子
育ての情報交換等をしましょう。
対市内在住の０～１歳児（２歳になっ
た月の末日まで）とその母親、妊婦の
方日５月１０日、１７日、２４日、いずれも
火曜日午後２時～４時（自由遊び時間
含む）内スキンシップ遊び、子育ての
情報交換、季節に合わせた歌、絵本の
紹介等定各７組（申し込み順）
●パパと一緒にきしゃポッポ　お父
さんが赤ちゃんと楽しく過ごすため
のヒントが見つかるひろばです。
対市内在住の０～１歳児（２歳になっ
た月の末日まで）とその父親日５月
１５日㈰午後２時～４時（自由遊び時
間含む）内スキンシップ遊び、手作り
おもちゃ制作等定７組（申し込み順）

◇
場同センター申５月２日午前９時から
電話で同センター（☎☎７２８・００７１）
へ。
スマイルパーティー
ス マ イ ル マ マ 親 子 ひ ろ ば
　子育て中のママが企画運営するひ
ろばです。
対市内在住の１歳６か月児～３歳児と
その保護者日５月１９日㈭、午前１０時
３０分～１１時、午前１１時２０分～１１
時５０分（各回とも同一内容）場生涯
学習センター内スキンシップ遊び、
手遊び、パネルシアター等定各１５組

（申し込み順）申５月２日午前９時から
電話で生涯学習センター（☎☎７２８・
００７１）へ。

親 子 陶 芸 教 室
　お皿やマグカップを作りませんか。
対市内在住、在学で、全回参加できる
陶芸初心者の小学生と同居の家族日
・内５月２９日㈰＝粘土を成形、７月３
日㈰＝絵付け、第１部＝午前９時３０
分～正午、第２部＝午後１時３０分～４
時、全２回（両日とも同じ部に参加）
場大地沢青少年センター定各部５組
（付添人を含めて１組４人以内、抽選）
／結果は５月１９日ごろ発送します費
１人６００円申ハガキに「親子陶芸教
室申込」と書き、参加者全員の住所・
氏名（ふりがな）・電話番号・年齢（学
年）・送迎バス利用の有無・２部制の
どちらの回に参加を希望するかを明
記し、５月１６日まで（必着）に大地沢
青少年センター（〒１９４－０２１１、相
原町５３０７－２）へ。ＪＲ横浜線相原駅
西口〜同センター間の無料送迎バス
を運行します。
問同センター☎☎７８２・３８００

催し・講座催し・講座
町田薬師池公園四季彩の杜西園
やくしＬＯＣＡＬファーマーズマーケット
　毎月第３土・日曜日に開催してい
ます。地産地消・地域活性化をコンセ
プトに、町田市とその近隣、武相エリ
アの生産者、事業者で展開
しています。詳細は同公園
四季彩の杜ＨＰ（右記二次元

バーコード）をご覧ください。
日５月２１日㈯、２２日㈰、午前１０時か
ら（荒天中止）場同公園四季彩の杜西
園
問同公園四季彩の杜西園☎☎８５１・
８９４２、町田市公園緑地課☎☎７２４・
４３９９

普 通 救 命 講 習 会
対市内在住、在勤、在学の１８歳以上
の方（高校生を除く）日６月１８日㈯午
後１時～４時場健康福祉会館内心肺
蘇生法、ＡＥＤの使用方法、窒息の手
当て、止血の方法等／救命技能認定
証を発行します定４０人（申し込み
順）費１５００円（教材費）申５月１１日
正午～２０日にイベントダイヤル（☎☎
７２４・５６５６）またはイベシスコード
２２０５１１Ｂへ。
問保健総務課☎☎７２４・４２４１

認知症サポーター養成講座
　認知症の基礎知識や対応方法を学
びます。受講修了後に、認知症サポー
ターの証しとなる認知症サポーター
カードを交付します。
対市内在住、在勤、在学の方日６月８
日㈬午後７時～８時３０分場小山市民
センター定２０人（申し込み順）申５月
１１日正午～６月３日にイベントダイ
ヤル（☎☎７２４・５６５６）またはイベシ
スコード２２０５１１Ａへ。
問高齢者福祉課☎☎７２４・２１４０

ダンボールコンポスト講習会
　ダンボールコンポスト１セット
（幅３７㎝、奥行３３㎝、高さ３２㎝、重さ
約７㎏）をお持ち帰りいただけます。

過去に受講したことがある方は申し
込みできません。
対市内在住の方日５月３０日㈪、３１日
㈫、午前１０時～１１時３０分場市庁舎
講（一財）まちだエコライフ推進公社
定各１５人（申し込み順）申５月１０日
正午～１９日にイベントダイヤル（☎☎
７２４・５６５６）またはイベシスコード
２２０５１０Ａへ。
問環境政策課☎☎７９７・０５３０

町 田 市 フ ォ ト サ ロ ン
●野津田公園ばら撮影会　ばら広場
で一緒に撮影しませんか。７月には
作品展を開催します。
日５月２１日㈯午前１０時～正午（小雨
実施）
問同サロン☎☎７３６・８２８１

米 作 り 農 業 体 験
　農業委員の指導で、もち米の苗を
植え、育て、収穫し、最後にのし餅を
作ります。
対市内在住の全回参加できる小学生
以上の方（小学生は親子で参加、中学
生以上の方は１人での参加も可）日・
内①５月２９日㈰午前９時から＝田植
え②７月２日㈯午前９時から＝草取り
③９月２４日㈯午前９時から＝稲刈り
④１１月２７日㈰午前１０時から＝収穫
祭、全４回（雨天実施）場①～③忠生
公園④七国山ファーマーズセンター
定３０人（１家族４人まで、申し込み
順）費１人１０００円申５月１０日正午～
１２日にイベントダイヤル（☎☎７２４・
５６５６）またはイベシスコード
２２０５１０Ｂへ。
問農業委員会事務局☎☎７２４・２１６９

福祉に関する身近な相談相手

５月１２日は民生委員・児童委員の日
問福祉総務課☎☎７２４・２５３７

児童育成手当　該当する方は申請を
問子ども総務課☎☎７２４・２１４３

　民生委員は、厚生労働大臣から
委嘱された非常勤の地方公務員
で、任期は３年です。児童委員を兼
ねていて、地域に暮らす身近な相
談相手として、高齢者の暮らしや
健康に関する不安、ご自身や家族
の医療・介護に関する相談、子育て
の心配ごとなど、福祉に関するさ
まざまな相談に応じています。
　また、市の関係窓口や社会福祉
協議会、児童相談所などの関係機
関と連携し、相談内容に応じて、適
切な福祉サービスが受けられるよ
う、「地域の方々と行政をつなぐパ
イプ役」としても活動しており、子
どもの問題を専門に担当する主任
児童委員も活動しています。
　民生委員・児童委員には法律に

より守秘義務が課されており、活
動上で知った個人のプライバシー
は厳守します。守秘義務は委員を
退任した後も課されますので、安
心してご相談ください。
　民生委員・児童委員はそれぞれ
担当地域を持って活動していま
す。お住まいの地域の民生委員・児
童委員は、お問い合わせください。
【民生委員・児童委員ＰＲ展を実施】
　民生委員・児童委員の活動紹介
等をパネルで展示します。来場し
た方には、オリジナルグッズを差
し上げます（数に限り有り）。
日５月２日㈪～１３日㈮、午前８時
３０分～午後５時（土・日曜日、祝日
を除く）
場イベントスタジオ（市庁舎１階）

　新年度の児童育成手当の申請を
受け付けます。
　新年度の資格は、２０２２年度
（２０２１年中）の所得で審査します。
前年度は所得超過で支給されなか
った方や、まだ申請していない方
等で支給対象と思われる方は申請
してください。制度の概要、所得限
度額は下表のとおりです。
※既に受給中の方は、申請の必要

はありません。６月に更新手続き
として現況届をお送りします。
※２０２２年１月２日以降町田市に転
入した方は、２０２２年度（２０２１年中）
の所得について情報連携制度で確
認できない場合、１月１日に住民登
録していた区市町村から所得証明
書を取り寄せていただきます。
※所得証明書等の添付書類は申請
後に提出することもできます。

　子育てひろばの催しは、各保育園や公共施設等で配布する「子育てひろ
ばカレンダー」でご案内しています。

問子育て推進課☎☎724・4468
子育てひろばカレンダー（毎月25日発行）

町田市子育て情報配信
サービス、ＬＩＮＥでも
ご覧いただけます

まちだ子育てサイト
子育てひろばカレンダー

手当の種類と対象等
名　称 対　象 支給月額 申請に必要なもの

児童育成手当
（育成手当）

２００４年４月２日以降に生ま
れた児童を養育している、ひ
とり親家庭または父か母が
重度の障がいを有する家庭

１万３５００円
（請求翌月から）

請求者及び児童の戸
籍謄本、請求者の振
込先が分かるもの

児童育成手当
（障害手当）

身体障害者手帳１・２級、愛の
手帳１～３度、脳性まひ、進行
性筋萎縮症のいずれかに該
当する２０歳未満の児童を養
育している方

１万５５００円
（請求翌月から）

障がいの状況が分か
るもの（手帳または
所定の診断書）、請求
者の振込先が分かる
もの

２０２２年度（２０２１年中）所得限度額表（前年度と同額）
扶養親族等の数 所得限度額 ※所得（給与所得者は給与所得控除

後の額）から控除可能なものを控除
して所得を審査します。控除可能な
ものについては、お問い合わせくだ
さい。
※左表の所得限度額は、一律控除額
８万円を加算して表示しています。

０人 ３６８万４０００円
１人 ４０６万４０００円
２人 ４４４万４０００円
３人 ４８２万４０００円
１人増えるごとに３８万円加算

「地域の保育ニーズに対応した教育・保育施設の確保等について」

答申が行われました
問子ども総務課☎☎７２４・２８７６

　４月１５日に、町田市子ども・子育
て会議の吉永真理会長（昭和薬科
大学教授）と鈴木美枝子副会長（玉
川大学教授）から市長へ、「地域の
保育ニーズに対応した教育・保育
施設の確保等について」の報告書
が手渡されました。
　これは、２０２１年４月に市長から
諮問を受けた同会議が、市内の認
可施設を対象としたアンケート及
びヒアリング調査の結果等を踏ま
えて審議を重ね、地域の保育ニー

ズに対応した教育・保育施設の確
保等について今後の方向性をまと
めたものです。


